
行 者 :下 市 田 区

刷 :龍共印刷株式会社

久保田正博

o昭 和36年梅雨前線豪由
(通称三六災書 )

９
月
１０
日
土
曜
日

に
区
三
役
、
各
区
正

副
自
治
会
長
、
支
館

三
役
、
消
防
団
２
名
、

防
災
委
員
３
名
が
区

民
会
館
に
集
ま
り
防

災
研
修
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
の

災
害

の
事
例
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
防
災
意

識
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
新
し
い
生
活
に

取
り
込
ん
で
い
け
ば

良
い
の
か
を
学
び
ま

し
た
。
長
野
県
危
機
管
理

部
の
職
員
の
方
に
ク

イ
ズ
形
式
で
分
か
り

や
す
く
的
確
な
防
災

対
処
方
法
を
教
え
て

頂
き
、
楽
し
い
講
話

で
し
た
。

こ
の
地
域
は
昭
和
３６
年
に

起
こ
っ
た
三
六
災
害
の
教
訓

を
生
か
し
て
防
災
意
識
を
高

め
、
区
民
同
士
助
け
合

い
、

よ
り
良
い
生
活
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

３
年
振
り
に
行
な

っ
た
防

災
研
修
会
は
有
意
義
な
時
間

と
な
り
大
成
功
で
し
た
。

2年間中止 やっと開催できた防災研修会
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令和 4年 11月 15日 下 市 田 区 報 館 報 第 113号 (2)

雨

の
多

か

っ
た
夏
が
過
ぎ
、

彼
岸
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
市

田
柿
も
少
し
色
づ

い
て
き
ま
し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
計
画
し
た

新
し

い
形

の
夏
祭
り
や
文
化

祭

・
ふ
れ
あ
い
広
場
等
、
大
き

な
行
事
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
人
数
を
限
定
し

た
防
災
研
修
会
は
、
県
の
出
前

講
座
で
３
年
ぶ
り
に
実
施
し
ま

し
た
。
下
市
田
河
原
の
工
業
団
地
は

鉄
工
場
の
増
築

・
リ
エ
ア
関
係

工
場
の
西
側
敷
地
造
成
工
事
中

で
す
。
県
道
市
田
停
上
市
田
線

の
歩
道
設
置
工
事
は
、
コ
ン
ビ

ニ
交
差
点
下
が
全
面
通
行
止
め

と
な
る
予
定
で
、
年
末
年
始
の

忙
し
い
時
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

市
田
駅
に
関
係
し
た
事
で
、

来
年
３
月
は
飯
田
線
高
森
町
開

通
１
０
０
周
年
に
当
た
り
臨
時

列
車
の
運
行
を
始
め
、
ま
る
ご

と
収
穫
祭
で
の
特
別
展
示
記
念

誌
の
発
行
等
、
幾

つ
か
記
念
事

業
の
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
お

見
逃
し
無
く
。

舟
券
売
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
建

設
を
考
え
る
会
が
下
市
田
区
の

有
志
で
発
足
し
ま
し
た
。

ま
た
区
も
財
政
や
行
事
等
を

見
直
す
状
況
と
な

っ
て
き
て
お

り
、
１０
月
に
は
特
別
委
員
会
を

開
催
し
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
中
で
将
来
に
向

け
ご
提
案
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

書
面
で
も
電
話
で
も
お
寄
せ
下

Ｘ
ヽ
い
こ

区

の

情

勢

に

つ

い

て

区
長

久
保
田

正

博

県道の歩道設置工事

●令和 4年度 下市田区一般会計 中間決算報告書 (自 令和4年 4月 1日 ～至令和4年 9月 30日 )
決算里△額 コ豆竺2生2□  丞墓立出墾L上L里旦旦堕皿  董型壁亘_」X2乙⊆Z皿

支 △印 :減 (単位 円)

●令和 4年度 公民館下市田支館 中間決算報告書 (自 令和4年 4月 1日 ～至令和4年 9月 30日 )
決墓里△璽_■42ヱ2回旦  塗墓立出堕__⊆n£笙旦  差弘菫亘_コ望皇⊆狙皿

令
和
４
年
度
前
期
決
算

監
査
実
施

令
和
４
年
度
前
期
決
算
の
監

査
が
１０
月
２１
日
に
下
市
田
区
民

会
館
に
於
い
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。下
市
田
区

一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
中
間
決
算
報
告
書
に

基
づ
く
監
査
、
公
民
館
下
市
田

支
館
前
期
決
算
書
に
基
づ
く
監

査
、
萩
山
神
社
前
期

一
般
会
計

並
び
に
特
別
会
計
決
算
報
告
書

に
基
づ
く
監
査
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
各
会
計
の
金
銭
出
納
帳

・
預

金
通
帳

・
領
収
書
綴
り

・
元
帳

を
精
査
し
て
頂
き
、
其
々
が
適

切
且
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
事
を
監
査
委
員
の
皆
様
に
確

認
し
て
頂
き
ま
し
た
。

予 算 額科   目 決 算 額 増  減
13.635.000総 務 費 3,461,353 △ 10,173,647

環境衛生費 △ 930,000

林  務  費 174,075 △ 635,925

土  木  費 ∠ゝ 1,975,000

水  利  費
1.975,000

3,785,000

930.000

810,000

5,207.567 1,422,567

防 災 費 3,475,400 1,559,630 △ 1,915,770

公 民 館 費 1,500,000 △ 500,000

5,945,673 △ 5,932,913
′
０
７
‘

支出合計 32,056,073 11.415,385 △ 20,640,688

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
6,318,873F期 繰越金

14,480,000 △ 7,415,960

町 支 出 金 7,955,000 6.260.450 △ 1.694,550

財 産 収 入 1,038,000 663.502

174,000 55,570

1,300,000 1,370,000

争収 入 金 790,200 10,027

こ 入 金

△ 374,498

△ 118,430

70,000

△ 780,173

0

収入合計 32,056,073 21,742,462 △ 10,313,611

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務  費 2,100,000 510,626 ∠:ゝ 1,589,374

事 業 費 1,790,000 139,999 ∠:ゝ 1,650,001

広 報  費 11,000 △ 11,000

予 備 費 75,052 △ 75,052

支出合計 3,976,052 650,625 △ 3,325,427

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
繰  越  金 2,075,052 2,075,052

繰  入  金 1,500,000 1,000,000 △ 500,000

補  助  金 400,000 402,200 2,200

雑  収  入 1,000 12 △ 988

収入合計 3,976,052 3,477,264 △ 498,788

△印 :減 (単位 円

７

・
　

　

い

__′

1.000.000

予  備  費
繰  出  金

6.318.873

地 元 ヨ担 金



(3)令 禾日4年 11月 15日 下 市 田 区 報 館 報 第 113号

令
和
４
年
度

下
市
田
防
災
訓
練

２
年

ぶ

り

の
防

災

研

修

会

開

催

lrloGfr 
4et

●れ たば動か。.

n4trt4

●●●・
,｀。●い

防
災
研
修
会
資
料
か
ら
抜
粋

一二
「

「

９
月
４
日
午
前
６
時
よ
り
高

森
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
下
市
田
区
で
は
６

時
１０
分
に
下
市
田
区
災
害
対
策

本
部
を
開
設
し
、
各
自
治
会
か

ら
の
安
否
確
認
を
受
け
防
災
無

線
に
よ
り
町
本
部

へ
報
告
、
併

せ
て
避
難
所
開
設
ま
で
の
確

認
、
防
災
機
器
、
備
蓄
用
品
の

点
検
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
年
度
も

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

各
自
治
会
で
の
独
自
訓
練
は
中

防
災
訓
練

・
各
区
の
様
子

・
反
省

副
区
長

北

沢

文

治

止
や
縮
小
と
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
か
ら
危
険
箇
所
を
ピ

ッ
ク

ア
ッ
プ
し
日
常
生
活
の
中
で
各

自
に
チ
ェ
ッ
ク
の
依
頼
。
災
害

支
援
カ
ー
ド
の
１
年
ご
と
の
更

新
ｃ
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作

成
し
後
日
配
布

）
要
支
援
者
情

報
の
共
有
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
。
組
長
以
上
は
自
衛
消
防
団

と
の
徒
歩
に
よ
る
避
難
訓
練
。

な
ど

一
部
地
域
で
は
行
な
わ
れ

防
災
あ
れ
こ
れ

夏
の
防
災
訓
練
に
は
多
く
の

方
に
参
加
し
て
頂
き
有
り
難
う

ご
ざ

い
ま
し
た
ｃ
被
災
放
送
の

後
、
下
市
田
区
民
会
館
に
本
部

役
員
が
集
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
対

策
本
部
を
設
置
し
備
品
や
防
災

無
線

の
確
認
等
を
し
ま
し
た
。

各
区
で
は

一
時
避
難
所
に
集
合

安
否
確
認
を
し
た
後
、
集
計
を

し
て
本
部
に
電
話
連
絡
を
し
て

か
ら
安
否
確
認
表
を
実
際
に
会

館
ま
で
持

っ
て
き
て
も
ら
い
ま

ま
し
た
。
消
火
栓

の
開
閉
お
よ

び
格
納
箱
内

の
器
具
類

の
点
検

等
は
後
日
そ
れ
ぞ
れ
に
行
な

い

ま
し
た
。

反
省
会
で
は
自
治
会
未
加
入

世
帯
や
ア
パ
ー
ト
世
帯

へ
の
声

か
け
が
必
要
。
高
齢
者
や
障
害

者

の
避
難
は
難
し

い
〓
屋
外
防

災
無
線
が
聞
き
づ
ら

い
こ
車
を

使

っ
て
の
移
動
が
困
難
な
場
合

の
対
応
。
役
割
を
超
え
た
助
け

合

い
が
必
要
。
な
ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
。

下
市
田
防
災
委
員
長

博

し
た
こ
６
時
５２
分
に
は
下
市
田

区
全
体
の
安
否
確
認
が
で
き
、

役
場
対
策
本
部
に
無
線
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
報
告
し
ま
し
た
‥
災
害
時

に
は
繋
が
ら
な
い
も
の
も
あ
る

の
で
複
数
の
連
絡
方
法
を
と
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
ｃ
安
否
確

認
も
時
間
を
お
い
て
何
度
も
修

正
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
で

し
ょ
う
ｔ
大
勢
で
行
動
す
る
と

き
に
は
、
な
ぜ
こ
れ
が
必
要
な

の
か
、
な
ぜ
計
画
を
変
更
し
た

の
か
、
い
ま
何
を
し
て
い
る
の

か
、
な
ぜ
い
つ
ま
で
待
た
さ
れ

る
の
か
な
ど
、
細
か
く
伝
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
被
災
時
に

は
そ
の
場
所

へ
集
ま

っ
た
メ
ン

バ
ー
で
協
力
し
合

っ
て
生
き
抜

い
て
い
く
し
か
な

い
の
で
す
。

そ
の
時
伝
え
合
う
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。
東
北
の
災
害
で

は
新
聞
を
発
行
す
る
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
し
た
。
防
災
の
組
織

を
作
る
こ
と
、
備
品
を
そ
ろ
え

る
こ
と
、
災
害
に
耐
え
る
街
を

作
る
こ
と
な
ど
段
々
に
進
ん
で

い
ま
す
ｃ
し
か
し
今
被
災
し
た

ら
…
、
貴
方
に
出
来
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
「
伝
え
る
」
こ
と

で
す
。

松

川

■ ■

聴評

:二
●■●

税凛
… `・
犠



令和 4年 11月 15日 下 市 区 報 館 報 第 113号 (4)

町
の
大
き
な
課
題
は
、
舟
券
売
場
と
サ
ッ
カ
ー
場
建

設
で
す
。
「
サ

ッ
カ
ー
場
と
場
外
舟
券
売
場
建
設
を
考

え
る
会
」
に
参
加
し
、
議
会
や
町
長
と
懇
談
し
て
き
ま

し
た
。
舟
券
売
場
の
地
元
５
自
治
会
で
住
民
意
向
調
査
を
行

な

っ
た
結
果
、
反
対
は
賛
成
の
５
。
５
倍
と
な
り
民
意

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
も
町
長
も
こ
の
民
意

を
尊
重
し
て
反
対
す
る
べ
き
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
場
は
、
昨
年
１１
月
に
構
想
が
発
表
さ
れ
、

現
在
基
本
計
画
（見
積
書
）
が
出
さ
れ
た
段
階
で
す
ｔ
町

の
計
画

・
町
長
の
公
約

・
町
民
の
要
望
に
も
無
か
っ
た

も
の
な
の
で
、
町
民

へ
の
周
知
や
計
画

へ
の
意
見
聴
取

を
丁
寧
に
行
な
う
べ
き
で
す
。
町
の
税
金
の
持
ち
出
し

は
町
民
１
人
当
た
り
３
万
円
以
上
と
な
り
ま
す
‥
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

を
優
先
し
て
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ｃ

◆
山
吹
下
河
原
。
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
の
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
。

長
野
国
体
の
カ
ヌ
ー

・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競
技
会
場
後
の

「
川
の
駅
」
。
竜
神
大
橋
の
建
設
。
こ
の
地
域
に
、
人
が

集
ま
り
、
に
ぎ
わ
う
場
所
と
な
る
の
か
。
◆
た
か
も
り

温
泉

ｏ
ア
グ
リ
交
流
セ
ン
タ
ー

。
森
の
家
。
座
光
寺
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
開
通
で
、
上
段
道
路
の
流
れ
が
変
わ

る
と
予
想
す
る
こ
ヤ
マ
ン
テ
ラ
キ
ャ
ン
プ
場
、
民
間
の

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
テ
ン
ク
ウ
と
共
に
ア
ウ
ト
ド
ア
の

地
と
な
る
か
。
上
段

エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
、
施
設
の

維
持
管
理
が
今
後
の
か
ぎ
と
な
る
。
◆
下
市
田
河
原
。

農
業
と
工
業
が

一
体
と
な

っ
て
産
業
が
発
展
す
る
か
。

◆

コ
ロ
ナ
禍
で
置
き
去
り
に
さ
れ
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
二

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
ど
う
取
り
戻
す
か
ｃ
◆
消
防
団
員
確
保

と
防
災
。
◆
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
に

よ
る
遊
休
地
対
策
。
な
ど
町
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。

これからの地域づくりを考える
～住みやすい町を目指して～

全国の「議会だより」研修会に参力0

理
l

クラブハウス現地見学会 下市田産業用地造成中

日
頃
皆
様
に
は
議
員

へ
の
理
解
を
頂
い
て
い
る
事
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
今
町
で
は
ホ
タ
ル
パ
ー
ク
周
辺
の
開
発
に
伴

う
サ
ッ
カ
ー
場

。
舟
券
売
場
の
建
設
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
対
策
と

し
て
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
等
、
大
き
な
問
題
が
控
え
て
い
ま
す

が
、
町
の
将
来
を
見
据
え
て
慎
重
に

一
つ
一
つ
の
問
題
に
粛
々

と
対
処
し
て
参
る
つ
も
り
で
す
。
又
、
下
市
田
河
原
で
進
行
し

て
い
る
産
業
団
地
の
造
成
工
事
は
、
少
し
遅
れ
気
味
で
は
あ
り

ま
す
が
、
１２
月
末
に
は
全
日
程
を
終
え
Ｊ
Ｒ
へ
と
引
き
継
い
で

い
く
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
不
勉
強
な
と
こ
ろ

は
、　
一
つ
ず

つ
マ
ス
タ
ー
し
な
が
ら
議
員
の
仕
事
を
し
て
参
る

つ
も
り
で
す
．
今
後
も
今
迄
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

。
ご
理
解
を

頂
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
、各
自
治
会
に
は

「担
い
手
不
足
」
「
人
員
不
足
」
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
関
わ
る
次
世
代
の
人
員
確
保
は

著
し
く
困
難
に
な
り
、
減
少
の

一
途
を
辿

っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
事
情
の
背
景
に
は
、
過
疎
化

・
少
子
高
齢
化

・
核
家
族
化

・

社
会
時
間
の
変
化

・
価
値
観
の
多
様
化
等
様
々
あ
り
ま
す
が
、

本
当
に
他
力
本
願
の
ま
ま
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
住
民

主
体
の
作
業
は
高
齢
化
が
進
み
、
消
防
団
は
担
い
手
不
足
。
常

会
未
加
入
世
帯
の
増
加
は
役
員
等

一
部
の
人
た
ち
に
負
担
が
強

い
ら
れ
て
い
る
他
、
地
域
の
防
災
機
能
や
防
犯
機
能
の
低
下
を

も
招
き
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
町
」
と
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
集
合
体
で
す
。
地
域

住
民
が

一
九
と
な

っ
て
土
地
環
境
や
伝
統
等
を
守

っ
て
来
ま
し

た
。
地
域
自
治
が
健
全
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
町
の
未
来
は
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
。
地
域
自
治
に
も
温
故
知
新
の
精
神
を
礎
に
、

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
柔
軟
性

・
流
動
性
を
求
め
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

′
¨
〓

Ｘ
町会議員に聞く

北 沢 幸保議員三 浦喜久夫議員

小 川  修議員小 沢恵 子議員

ヽ

t

甲電冒冒
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萩
の
郷
夏
祭
り

～
コ
ロ
ナ
感
染
増
加
に
よ
り
中
止

・
花
火
配
布

５
月
、
支
館
三
役

・
分
館
長

会
と
支
館
部
員
会
の
役
員
計
９

名
で
事
前
検
討
会
を
２
回
行
な

い

「今
年
は
感
染
対
策
を
と
り

な
が
ら
７
月
３０
日
に
祭
り
を
実

施
す
る
」
と
方
向
を
出
し
ま
し

た
。
支
館
全
体
会
議
で
は
反
対

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が

「対

策
を
し

っ
か
り
と
る
こ
と

。
中

止

の
判
断
基
準
を
決
め
る
こ

と
」
で
実
施
が
決
定
し
ま
し
た
。

６
、
７
月
は
関
係
者
代
表
者

会
も
含
め
会
議
や
準
備
を
忙
し

く
行
な
い
、
そ
し
て
祭
り
の
チ

ラ
シ
が
皆
様
の
手
元
に
届
い
た

頃
…
感
染
者
の
急
激
な
増
加
で

―スル ソ ユ

判
断
基
準
と
し
た
警
戒
レ
ベ
ル

４
と
な
り
中
止
と
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
７
月
２１
日
で
し
た
。

後
日
子
ど
も
用
花
火

の
配
布

を
行
な

い
ま
し
た
。
関
係
者

の

皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

萩
山
神
社
の

活
動
か
ら

日
頃
よ
り
氏
子
の
皆
様
に
は

祭
事
を
は
じ
め
境
内
の
清
掃
な

ど
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
萩
山
神
社
で
は
春
秋

の
例
大
祭
、
新
嘗
祭
、
元
旦
祭

の
四
つ
の
大
き
な
祭
事
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
他
に
氏
子
の
皆

さ
ん
が
余
―，
ご
存
じ
な
い
祭
事

と
し
て
、
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て

行
な
う
御
射
山
祭
が
あ
―，
ま

す
〓
御
射
山
祭
は
、
松
岡
城
主

が
諏
訪
大
社
下
社
の
行
事
に
準

じ
て
行
な

っ
た
祭
事
と
さ
れ
て

お
り
、
毎
年
総
代
が
お
社
を
作

り
直
し
、
区
三
役
と
総
代
に
て

祭
事
を
行
な

っ
て
お
り
、
町
教

育
委
員
会
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
の
令
和
４
年
度
予
算
に

お
い
て
、
危
険
木
の
撤
去
を
行

な
う
と
し
て
、
道
路
沿
い
に
そ

び
え
る
樹
齢
１
０
０
年
と
さ
れ

る
桜
の
木
並
び
に
枝
の
伐
採
を

行
な
い
ま
し
た
。
ま
だ
境
内
を

見
回
し
ま
す
と
樹
齢
１
０
０
年

を
超
え
る
古
木
の
倒
木
が
見
ら

，れ
、　
わ厄
広映
キ
一成
心ド
ニ
、
い
，０
レ
）こ

ろ
で
あ
―，
、
今
後
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
神
社
を
管
理
す
る

上
で
重
要
な
課
題
と
考
え
て
お

，‐，
ま
す
‥
今
年
も
余
す
と
こ
ろ

ｌ
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
神
社

で
は
元
旦
祭
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
ど
う

ぞ
初
詣
に
は
ご
家
族
お
揃

い
で

お
出
か
け
下
さ

い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

分
館
長

・
主
事

草
刈
り
作
業

本
年
度
も

７
月
末

予
定

の

「
萩

の
郷
夏
祭
り
」
が

コ
ロ
ナ

感
染
警
戒
レ
ベ
ル
上
昇
の
た
め

中
止
と
な
り
、
分
館
長

‥
工
事

の
皆
さ
ん
で
区
民
会
館
周
辺
の

草
刈
り
を
７
月
２４
日
に
実
施
し

ま
し
た
。

猛
暑

の
中
、
大
変
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

水ヨーヨー・スーノ

出店計画
・
^・   立花 真亮 さん
/V｀

自L.観2  参青会は祭りに出店する
活動がメインになっています。何年もやつ

ていなかったので、祭りをやるなら協力

したいと思って参加を決めました。中止

になつた時はこういう時期なので仕方な

いと思いながら、とても残念というか悔

しい思いでした。私個人の考えですが、

他市町村も参考にして縮小してでも行事

を実施していく方向になると嬉しいです。

ψ

やきとリテイクアウト・宝くじ

出店計画

牧 島寿 明 さん

“

  ずつと行事の中止が続く
中、子ども達に楽しい思い出を作つてや

りたいと思い参加しました。取り組む過

程で皆さんの祭りへの熱い思いを知るこ

とができました。やきとリテイクアウト

の予約制にはいろいろ心配がありました

が、注文券が届いた次の日にすぐいくつ

か注文が入つて大変嬉しかったです。来

年は祭りができるよう願つています。

御射山祭献餞

層タ

41h
ΠI■

氏子総代 (会計 )

カロ藤 茂 美

感想をお聞きしました

3区 参青会

4区 漸進会

じめ縄づくり作業

口臨■耐1

１
「
「

dB 鶴
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二田
〓地
域
の
自
慢

３

自
治
会
長

青

木

恵

裕

３
区
は
下
市
田
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
四
季
を
通
じ
た
下

市
田
の
伝
統

。
文
化
の
諸
行
事

に
接
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

交
流
が
あ
り
、
更
に
、
自
治
会

の
活
動
も
あ
り
ま
す
。　
一
例
と

し
て
、
隔
年
で

「
お
好
み
演
芸

会
」
「
運
動
会
」
を
計
画
し
、

各
常
会
ご
と
の
演
芸
出
し
物
に

よ
る
お
楽
し
み
会
、
常
会
対
抗

に
よ
る
南
小
体
育
館
内
で
の
運

動
会
、
四
季
を
通
じ
た
諸
行
事

参
双
葉
会
ア
ダ
プ
ト

５

自
治
会
長

壬

生

直

幸

５
区
に
は
会
員
相
互
の
連
帯

と
親
睦
を
深
め
、
自
治
会
活
動

等

へ
の
参
画

・
協
力
、
他
地
域

団
体
と
の
相
互
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
青
壮
年
の
強

力
な
協
力
団
体

「
双
葉
会
」
が

あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
は
例
年
萩
の
郷

夏
祭
り

へ
の
出
店
、
イ
ベ
ン
ト

等
で
石
焼
き
芋
の
提
供
等
協
力

い
た
だ
き
好
評
を
得
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
思
う
様

を
通
し
て
、
よ
り
深
い
絆
づ
く

り
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
減
災
意
識
の
醸
成

を
図
り
、地
域
の
「安
心
・安
全
」

の
た
め
、
共
助
を
基
本
に
、
ご

家
庭
内
の
家
族
構
成
な
ど
必
要

事
項
を
記
載
し
組
織
の
共
助

ヘ

結
べ
る

「安
心
の
バ
ト
ン
」
を

作
成
し
、
９０
％
以
上
の
提
出
を

頂
き
、
被
災
時
の
対
応
に
備
え

て
い
ま
す
。
３
区
は
、
高
齢
世

帯
も
多
く
な
り
、
若
者
世
帯
の

新
築
も
増
え
る
中
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
地
域
の
開
塞
感
が
、
地
域

の
絆
や
伝
統
文
化
に
影
響
を
与

●

●

な
活
動
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
の
様
な
中
、
昨
年
よ
り
自

発
的
に

「信
州
ふ
る
さ
と
の
道

ふ
れ
あ

い
事
業
（
ア
ダ
プ
ト
シ

ス
テ
ム
）
」
の
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は
、

長
野
県
が
管
理
す
る
国
道
や
県

道
に
お
い
て
、
地
域
の
住
民
団

体
や
企
業
、
学
校
等
の
皆
さ
ん

を
里
親
と
し
道
路
の
美
化
活
動

等
に
よ
り
道
路
環
境
の
改
善
に

つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

昨
年
度
は
年
５
回
朝
６
時
か

ら
８
時
歩
道
清
掃

・
草
取
り

・

植
込
み
内
草
取
り

・
Ｕ
字
溝
清

え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
を
克
服

し
心
通
う
笑
顔
に
会
え
る
地
域

づ
く
リ

ヘ
結
び
た
い
‥

掃
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
ｃ

今
後
も
若

い
力

一
双
葉
会
」

の
皆
様
の
活
動

・
協
力
を
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
〓

●

♯

地

域

ヽ
ノ
σ

．

刀
□
立
耶

介

★
卓

●

3区育成会 :正月飾り どんど焼き5区 :アダプト活動

区有地草刈奉仕に

■ ‐

小川さんに感謝状
～10月 区代議員会で～

5区の小川吉夫さんは

萩山神社東区有地の草刈

りを、 3区の木下豊さん
と共に続けてこられまし

た。お心に感謝です。

１
区

座
光
寺
千
絵

″

昨
年
１０
月
に
新
居

へ
と
引

っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
１０
月
よ
り
自
治
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
に
な
り

ま
す
。
夫
は
上
伊
那
出
身
、
私
は
県
外
出
身
で

２
人
と
も
町
外
で
働
い
て
い
る
た
め
高
森
町
に

つ
い
て
ほ
ぼ
知
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
職
場
の

人
た
ち
か
ら

「
住
み
や
す

い
」
「
子
育
て
し
や

す
い
」
と
聞
い
た
の
で
安
心
し
て
移
住
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
校
の
桜
が
有
名
と
聞
い
て
い
た
の
で
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
桜
が
咲
く
頃
に
里
帰
り
出
産
と
な

っ

て
し
ま
い
今
回
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
こ
そ

「

よ う こ そ
ヽ
日
ご
■
●

は
お
花
見
に
行
き

た

い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
至
ら
ぬ
こ
と
も

多

い
と
思

い
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願

い
し
ま

す
。

小 川 吉 夫さん(5区 )

lP

●
【
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敬
目
璽
星

一０
カ

と

鞄

亀

ζ

地
域
応
援
隊
中
学
生
の
受
入

―
区

鈴

木

信

孝

２
区

下

島

ム
ツ
ミ

「鎌
倉
殿
の
１３
人
」
を
視
な
が

ら
６
年
前
の

「
お
ん
な
城
主

直
虎
」
を
思
い
出
し
ま
す
。
松

岡
城

へ
観
光
バ
ス
が
１
０
０
０

台
余
も
押
し
か
け
ガ
イ
ド
に
四

苦
八
苦
し
た
こ
と
を
。

町
の
歴
史
文
化
を
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
（ヨ
寿
ぼ
ａ
一”
）
に
は
現

在
高
森
南
小
学
校
、
下
市
田
学

校
、
武
陵
地

一
号
古
墳
な
ど
紹

介
さ
れ
て
い
て
今
年
は
松
岡
城

が
載
る
予
定
で
す
。

高
森
を
離
れ
て
暮
ら
す
町
出

身

の
若
者

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
で
あ
る
故
郷
の
良
い
と

こ
ろ
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思

い
、
町
史
学
会
で
学
び
な
が
ら

こ
の
活
動
に
参
加
し
て
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

一
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。
暮

ら
し
が
長
く
な
る
と
全
て
の
生

活

に
大
差
が
出

て
く
る
も

の

だ
。
本
当
に
体
は
正
直
者
だ
し

認
め
た
く
は
な
い
け
れ
ど
も
失

わ
れ
て
ゆ
く
も
の
が
多

い
こ
と

は
歴
然
だ
。
昔
の
人
は
喜
寿
Ｌ

書
い
て
頑
張

っ
て
き
た
証
と
し

て
称
え
の
意
味
で
授
け
て
く
れ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
現
代
は

白
寿
の
方
々
が
増
え
て
き
て
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
此
頃
は
私

の
時
計
は
刻
む
の
が
早
く
な

っ

て
き
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
代

の
方
々
の
訃
報
が
遠
く
な

っ
て

い
る
耳
に
届
く
の
だ
。
昔
の
歌

に
、
「
人
生

い
ろ
い
ろ
…
枯
れ

て
お
し
ま

い
よ
」
と
人
生
を

歌

っ
た
歌
が
あ
る
。
此
頃
は
つ

く
づ
く
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

昨
年
か
ら
始
ま

っ
た
中
学
生

に
よ
る
地
域
応
援
隊
を
受
入
れ

て
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
‥

下
市
田
区
で
は
区
民
会
館

・

萩
山
神
社

・
荒
神
社
３
箇
所
の

清
掃
と
、
余

っ
た
時
間
で
区
の

様
子
や
三
役
の
仕
事
等
を
お
話

し
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
禍
で
２
回
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
各

２
時
間

の
作
業

で
５

地域のクラブ 0リークル紹介

高1北 原立聖 (2区 )

第
７７
回
下
市
田
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
９

月
１８
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
Ｉ
年
に
２

回
行
な
わ
れ
る
大
会
で
、
春
は
ダ
ブ
ル

ペ
リ
ア
、
秋
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
戦

と
な

っ
て
い
る
の
で
運
で
は
な
く
実
力

が
試
さ
れ
ま
す
。
日
標
は

一優
勝
』
と

言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
後
日
行
な

わ
れ
る
大
会
の
調
整
と
し
ま
し
た
，
台

風
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
田
中
会
長

の
行
な
い
が
良

い
た
め
無
事
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

前
半
は
ス
コ
ア
を
意
識
し
、
丁
寧

な
プ
レ
ー
を

心
掛
け
た
結

果
ま
ず
ま
す

の
ス
コ
ア
で

し
た
。
後
半

は
シ
ョ
ー
ト

∵

ュ̈

・

十

■

■

―画習

区
長

久

保

田

正

博

回
、
今
年
は
３
時
間
作
業
で
３

回
の
受
入
れ
と
な
り
ま
し
た
ｃ

こ
の
教
育
は
生
徒
達
が
町
民

の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
地

域
の
良
さ
や
課
題
を
学
び
、
町

民
の

一
人
と
し
て
今
後
の
ま
ち

づ
く
―，
に
つ
い
て
考
え
る
活
動

に
素
げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で

す
‥区
の
良
さ
や
課
題
に
つ
い
て

は
口
頭
で
の
説
明
と
な
り
ま
し

た
が
、
生
徒
達
が
地
域
の
お
じ

さ
ん
と
活
動
し
た
こ
と
が
記
憶

に
残
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

ゲ
ー
ム
を
意
識
し
、
シ
ョ
ッ
ト

・
ア
プ

ロ
ー
チ

・
パ
タ
ー
で
練
習
し
て
き
た
こ

と
を
試
し
て
み
ま
し
た
。
大
き
な
ミ
ス

は
無
か

っ
た
も
の
の
精
度
に
課
題
が
残

り
ま
し
た
Э
同
伴
し
て
下
さ

っ
た
北
林

明
さ
ん
の
プ
レ
ー
が
参
考
に
な

っ
た
の

で
生
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。
途
中
、

ド
ラ
コ
ン
や
ニ
ア
ピ
ン
賞
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
欲
に
目
が
く
ら
ん
で

力
が
入

っ
て
し
ま
い
獲
得
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
多
く
の
方
と
知
り

合
い
、
色
々
な
話
を
聞
く
こ
と
で
視
野

も
広
が
り
楽
し
い
で
す
。
ゴ
ル
フ
に
限

ら
ず
声
を
掛
け
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。優
勝
の
中
村
友
計
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

下市田ゴルフコンペ

萩山神社境内の清掃
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う
ち
の
ペ
ッ
ト

小
６

手

塚

莉
緒
奈
（５
区
）

私
の
家
で
飼

っ
て
い
る
ペ
ッ

ト
は
シ

マ
リ
ス
で
す
。
シ
マ
リ

ス
は
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
や
ミ
ル

ワ
ー
ム
を
食

べ
ま
す
。
ほ

っ
ペ

に
た
く
さ
ん
食

べ
も

の
を

つ
め

る
と
口
が
ぷ

っ
く
り
し
て
、
と

て
も
か
わ

い
い
で
す
。

か
わ

い
い
く
せ
に
、
と
て
も

き
ょ
う
ぼ
う
で
す
。
１
回
だ

っ

そ
う
し
て
、
小
さ

い
す
き
間
に

入

っ
て
し
ま

い
、
ね
ず

み
取

り
に
く

っ
つ
い
て
し
ま

っ
て
、

運
動
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
運
動
会
が
短

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
け
ど
練
習

を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
５
年
生

の

一
番
最
初
の
種
目
は
短
き
ょ

り
走
で
す
。
き
ん
ち
ょ
う
し
た

け
ど
、　
一
生
け
ん
命
走
り
ま
し

た
。
結
果
は
１
位
で
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
か
つ
た
で
す
。
次

は
、
暑
い
中

一
番
が
ん
ば

っ
た

表
現
で
す
。
今
年
の
５
年
生
の

テ
ー
マ
は

『団
結
』
で
す
。
５

し

っ
ぼ
が
切
れ
て
し
ま

い
ま
し

た
‥
な
ん
と
か
は
な
れ
ま
し
た

が
、
と
て
も

い
た
そ
う
で
申
し

わ
け
な
か

っ
た
で
す
。

で
も
、

今
は
毎
日
元
気
に
走
り
ま
わ

っ

て
い
ま
す
ｃ
日
な
た
ぼ

っ
こ
し

て
い
る
シ

マ
リ
ス
の
す
が
た
が

と
て
も
か
わ

い
い
の
で
、

い
つ

も

い
や
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
遊
び

た

い
で
す
こ

学
年
み
ん
な
で
そ
ろ
え
た
学
年

Ｔ
シ
ャ
ツ
で
と
て
も
が
ん
ば
れ

‘

そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
私

′

が
特

に
が
ん
ば

っ
た

の
は
、

ウ
ェ
ー
プ
の
と
こ
ろ
で
す
。
み

ん
な
で
動
き
を
そ
ろ
え
る
の
が

難
し
か

っ
た
け
ど

で
き
ま
し

た
。
が
ん
ば

っ
て
で
き

て
よ

．

か

っ
た
で
す
。
来
年
こ
そ
は
普

´

通
に
運
動
会
が
で
き
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
の
好
き
な
こ
と

小
４

松

梶

琥
太
郎
↑
区
）

ぼ
く
は
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き

で
す
。
サ
ッ
カ
ー
は
み
ん
な
で

が
ん
ば

っ
て
パ
ス
を
つ
な
い
で

さ
い
ご
に
そ
の
ボ
ー
ル
を
自
分

で
シ
ュ
ー
ト
し
て
決
め
る
の
が

と
て
も
う
れ
し
い
か
ら
で
す
。

今

エ
ス
カ
ー
ダ
高
森
と
松
川
の

サ
ッ
カ
ー
じ
ゅ
く
に
通
ち

て
い

ま
す
。
そ
こ
で
５
、
６
年
生
と

一
緒
に
や
る
と
体
の
当
た
り
が

強
い
け
ど
パ
ス
も
早
く
て
、
つ

な
が
る
か
ら
も

っ
と
楽
し
く
な

９
月
２５
日
に
運
動
会
が
あ
り

ま
し
た
。

３
年

の
短
き
ょ
り
走
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ｎ
組

目
だ

っ
た
の
で
わ
く
わ
く
し
な

が
ら
ま
ち
ま
し
た
。
じ
ゅ
ん
番

が
来
た
ら
全
力
で
あ
き
ら
め
ず

に
走
り
ま
し
た
。
け

つ
か
は
４

位
だ

っ
た
け
ど
が
ん
ば

っ
て
走

れ
て
良
か

っ
た
で
す
。

３
年
生

の
も
う

一
つ
の
き
ょ

う
ぎ
は
、
だ

る
ま
運
び

で
す
。

り
ま
す
。
ぼ
く
が

一
番
と
く
い

な
技
は
フ
ェ
イ
ン
ト
で
、
相
手

が
つ
ら
れ
て
、
空

い
た
ス
ペ
ー

ス
に
パ
ス
を
通
し
た
リ
ド
リ
ブ

ル
で
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
も
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
か
苦
手

な
の
で
こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て

し
ょ
う
来
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。

、
　

　

ノ
■

／

ｆ

赤
白
に
分
か
れ
て
き
ょ
う
走
し

ま
し
た
。
白

い
だ
る
ま
は
運
び

や
す
か

っ
た
け
ど
赤

い
だ
る
ま

は
運
び
に
く
か

っ
た
で
す
。
赤

白
１
し
ょ
う
１
ぱ
い
の
引
き
分

け
で
終
わ
り
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
が
す
ご
せ
て
本

当
に
良
か

っ
た
で
す
。

＝
　

轡
軸
＝

今
年
は
萩
の
郷
夏
祭
り
を
実

施
し
よ
う
と
５
月
か
ら
支
館
中

心
に
検
討
を
重
ね
て
開
催
予
定

し
ま
し
た
が
、
直
前
に
コ
ロ
ナ

感
染
レ
ベ
ル
が
３
↓
４
と
な
り

３
年
連
続
の
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
で
計
画
を
立
て
出

来
る
方
向
を
検
討
し
て
き
た
の

に
ま
た
コ
ロ
ナ
の
波
に
の
ま
れ

た
感
じ
で
す
。
で
も
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
等
で
き
良
か

っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

公
民
館
支
館
活
動
に
繋
が

つ
て

い
け
ば
と
思
い
ま
す
。
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小
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小
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